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1 ．教育理念
（1）建学の精神と伝統

　愛知淑徳学園は、明治₃₈年（1₉0₅年）、愛知淑徳女学校として開校されたのが始まり
で、愛知淑徳女学校は、翌明治₃₉年（1₉0₆年）、愛知県下初の私立の高等女学校である
愛知淑徳高等女学校として設立認可された。
　創設者の小林清作先生は、温良貞淑が女子の美徳とされていた時代に、「温良貞淑
が女子の唯一の美徳と思わぬ。自覚したる女子は一個の人間であらねばならぬ」と主
張し、「10年先、₂0年先に役立つ人材の育成」を教育方針に掲げる一方、生徒には「淑
徳魂」を説いた。「淑徳魂」とは、陰徳の精神と、逆境に屈せずに頑張ることである。
やがてそれは「謙譲優雅」、「質実剛健」の校訓となり、愛知淑徳学園の伝統精神となっ
て、現在も脈々と流れている。
　戦後、日本の学校制度が大きく変わり、高等女学校は新制中学校と高等学校に分離
され、愛知淑徳高等女学校も愛知淑徳中学校と愛知淑徳高等学校として再出発し、や
がて時代の進展と社会の要請に応えて、愛知淑徳学園は、昭和₃₆年（1₉₆1年）に愛知淑
徳短期大学を開学し、昭和₅0年（1₉₇₅年）に愛知淑徳大学を創立して、中学から大学ま
での女子教育を担い、その発展に尽くしてきた。

（₂）大学の理念
　愛知淑徳大学は学園の建学の精神と伝統を継承して開学し、愛知淑徳短期大学とと
もに、女子大学として地域で高い評価を受け、短期大学、大学とも学科を増設して期
待に応えてきた。
　しかし、情報化、国際化、男女共同参画社会などの流れの進展と社会の動向に鑑み、
学園の建学の精神である「10年先、₂0年先に役立つ人材の育成」を達成するために、
新たな大学の理念を構築して新しい大学づくりに取り組むこととされ、新しい大学の
理念を「違いを共に生きる」と定め、大学が目指し、学生が体得することとして、「地
域に根ざし、世界に開く」、「役立つものと変わらないもの」、「たくましさとやさしさ」
を掲げた。そして、大学が「異なる価値観を交換し合うことによって新しい価値観を
生み出す場」として役立つことを期待した。
　大学創立₂0周年の平成 ₇ 年（1₉₉₅年）、この理念と期待のもと、男女共学がスタート
し、現代社会学部を開設して総合大学化へ向かった。平成1₇年（₂00₅年）、学園創立
100周年を機に、星が丘及び長久手両キャンパスの教育環境の整備を進め、平成₂₂年

（₂010年）には、 ₈ 学部 ₈ 研究科を擁する総合大学として、教育研究体制の充実を図っ
た。また、地域社会に貢献し連携を図る一環として、同年、愛知淑徳大学クリニック
を開設し、本学学生のみならず、地域の方への一般診療も行っている。
　平成₂₅年（₂01₃年）には研究科を再編し ₅ 研究科体制とするとともに愛知淑徳大学ク
リニック、心理臨床相談室、健康相談室、心理医療科学研究科が連携する健康・医療・
教育センター（AHSMEC＜アースメック＞）を整備し地域への貢献体制を充実した。
　愛知淑徳大学は「違いを共に生きる」という理念のもとに、男女の性差だけでなく、
国籍の違いを越え、外国人留学生や、年齢や世代の異なる社会人を受け入れているが、
今後は健常者と障がい者が共に学ぶこと、自然環境との共生などを視野にいれてこの
理念の一層の充実を目指したい。
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（₃）中高完全一貫教育体制における新しい教育方針
　愛知淑徳中学・高校は女子のみの学校であり、小学校や大学と異なり、青春期とい
われる中学・高校生の時期は異性を日常的に意識しない別学の環境の方が能力の開発
にふさわしいとされ、別学のメリットの方が大きいと考えられる。事実、アメリカや
ヨーロッパでは一部の女子校が高い評価を受け、優れた女性のリーダーを輩出してい
る。
　愛知淑徳中学・高校は、平成1₈年度（₂00₆年度）中学入学生から中高完全一貫教育体
制に移行した。1₂歳から1₈歳までの ₆ 年間をひとつの区切りとしてとらえる中高一貫
教育は、

　　（ア）高校入試に煩わされることなく、 ₆ 年間のゆとりのある充実した学校生活を
送ることができる

　　（イ）学習面で中学と高校の教科内容の不必要な重複をなくし、 ₆ 年間を見通した
体系立った教育ができる

などの長所があり、知徳体のいずれの面からも子供の成長に対応した優れた教育シス
テムと言われている。
　愛知淑徳中学・高校は、中高完全一貫教育体制への移行が決定した後、その教育の
理念と目標を明確にするため、従来の教育方針を若干修正し、

　　◆広く深い視野を持ち、社会のさまざまな分野で活躍する女性
　　◆淑徳魂の「強さ」と「やさしさ」を持つ自立した女性
　　◆豊かな情操と教養を持ち、健康で明るく、主体的に行動できる女性

を本校が目指す人物像とし、その実現のために生徒が身につけるべき「 ₇ つの力」を
次のように考え、教育の指針としている。

　　　　　　① 目標や夢に向かって行動できる自己表現力
　　　　　　② 国際化に対応する英語力
　　　　　　③ 自分の考えを自分のことばで表現できる力
　　　　　　④ 科学的な視野と論理的な思考力
　　　　　　⑤ さまざまな分野で活躍できる自立した判断力
　　　　　　⑥ 規律を重んじ、他を大切にする協調性
　　　　　　⑦ 視線は世界へ。それぞれの希望の進路へ

　愛知淑徳中学・高校は、中高完全一貫教育体制における新しい教育方針のもと、教
育内容及び教育環境の充実に不断の努力を重ねていく。
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2 ．沿　　革
明治₃₈年度 1₉0₅年度 「愛知淑徳女学校」設立（名古屋市中区西新町 ₂ 丁目1₅番地）

［明治₃₈年 4 月1₅日認可］

開校（修業年限 4 年、生徒定員400人、第 1 学年入学₇₈人）

校長に小林清作先生、幹事に吉森梅子先生就任

淑徳会機関誌「淑徳」第 1 号発行　（以後、₂14号まで₃₇年継続）

明治₃₉年度 1₉0₆年度 校舎移転（名古屋市東区東新町 ₉ 番地）　［明治₃₉年 4 月₃0日認可］

「私立愛知淑徳高等女学校」設立　［明治₃₉年 ₅ 月1₇日認可］

明治40年度 1₉0₇年度 「教育勅語」謄本下賜される

第 1 回創立記念式挙行　（以後 ₅ 月1₇日を創立記念日と定める）

明治41年度 1₉0₈年度 卒業お礼参り（修学旅行）に伊勢神宮へ（ 1 泊旅行）

第 1 回卒業式（卒業生₈4人）

大正 ₅ 年度 1₉1₅年度 第 1 回創立記念運動会

大正 ₈ 年度 1₉1₉年度 「愛知淑徳高等女学校」に校名変更

大正 ₉ 年度 1₉₂0年度 夏の制服として洋服を採用

冬の制服として洋服を採用

大正1₅年度 1₉₂₅年度 修業年限を ₅ 年に変更　［大正1₅年 ₃ 月 ₆ 日認可］

昭和 ₃ 年度 1₉₂₈年度 千種区池下町に校舎移転開校式挙行

昭和 ₅ 年度 1₉₃0年度 講堂落成式挙行　この年、スポーツ淑徳黄金時代に入る

昭和10年度 1₉₃₅年度 学校長小林清作先生（創立者）逝去

昭和1₆年度 1₉41年度 報国団結成式挙行（学徒動員）

昭和1₉年度 1₉44年度 「財団法人淑徳女子学園」設立　［昭和1₈年1₂月11日認可］

昭和₂₂年度 1₉4₇年度 愛知淑徳中学校開設

理事長に小林慶一郎就任

愛知淑徳高等女学校長・愛知淑徳中学校長に浜島一雄就任

昭和₂₃年度 1₉4₈年度 愛知淑徳高等学校開設　校長に浜島一雄就任

愛知淑徳高等女学校最後の卒業式（第41回卒業生1₅₆人）

卒業生累計₆, ₃₇₃人

昭和₂₆年度 1₉₅1年度 「学校法人愛知淑徳学園」に組織変更　理事長に小林慶一郎就任

［昭和₂₆年 ₃ 月 ₈ 日認可］

昭和₃1年度 1₉₅₆年度 愛知淑徳中学校長・同高等学校長に小林素三郎就任

昭和₃4年度 1₉₅₉年度 千種区田代町瓶杁に校舎移転

伊勢湾台風被害復旧のため10月 4 日まで休校

理事長に小林素三郎就任

昭和₃₆年度 1₉₆1年度 愛知淑徳短期大学開設　学長に小林素三郎就任

愛知淑徳短期大学家政科設置　総定員1₆0人　［昭和₃₆年 ₃ 月10日認可］

昭和₃₉年度 1₉₆4年度 愛知淑徳短期大学国文科設置　総定員₈0人　［昭和₃₉年 1 月1₇日認可］

昭和40年度 1₉₆₅年度 愛知淑徳短期大学英文科設置　総定員₈0人　［昭和40年 1 月₂₅日認可］

昭和₅0年度 1₉₇₅年度 愛知淑徳大学開設　学長に小林素三郎就任

愛知淑徳大学文学部設置（国文・英文学科）総定員各₂00人

［昭和₅0年 1 月10日認可］

昭和₅₃年度 1₉₇₈年度 愛知淑徳大学図書館竣工式

愛知淑徳大学第 1 回卒業式　国文学科1₃₂人、英文学科11₈人卒業
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昭和₅₅年度 1₉₈0年度 愛知淑徳大学文学部総定員国文・英文両学科、それぞれ400人に変更

［昭和₅₅年 1 月 ₈ 日認可］

愛知淑徳学園創立₇₅周年記念図書「小林清作先生」発刊

昭和₆0年度 1₉₈₅年度 愛知淑徳大学文学部図書館情報学科設置　総定員400人

［昭和₅₉年1₂月₂₂日認可］

昭和₆1年度 1₉₈₆年度 愛知淑徳短期大学コミュニケーション学科設置　総定員400人

［昭和₆0年1₂月₂₃日認可］

昭和₆₃年度 1₉₈₈年度 飛騨林間学舎（淑友館）竣工披露

平成元年度 1₉₈₉年度 愛知淑徳大学大学院文学研究科修士課程設置（国文学・英文学・図書館情報学専攻）

総定員₃0人　［平成元年 ₃ 月1₇日認可］

愛知淑徳大学・短期大学長に小林素文就任

平成 ₂ 年度 1₉₉0年度 愛知淑徳大学大学院文学研究科修士課程第 1 回修了式

国文学 ₇ 人、英文学 ₆ 人、図書館情報学 ₇ 人修了

平成 ₃ 年度 1₉₉1年度 愛知淑徳大学文学部コミュニケーション学科設置　総定員400人

［平成 ₂ 年1₂月₂1日認可］

愛知淑徳大学文学部国文・英文・図書館情報・コミュニケーション学科

期間付定員増加　総定員₈00人増（平成11年度まで）　［平成 ₂ 年1₂月₂1日認可］

愛知淑徳大学大学院文学研究科博士課程設置（国文学・英文学・図書館情報学専攻）

総定員1₈人　［平成 ₃ 年 ₃ 月₂0日承認］

理事長に小林素文就任

平成 4 年度 1₉₉₂年度 愛知淑徳大学留学生別科設置　総定員₃0人　［平成 ₃ 年1₂月1₈日認可］

平成 ₆ 年度 1₉₉4年度 愛知淑徳大学国際交流会館開館

平成 ₇ 年度 1₉₉₅年度 愛知淑徳大学男女共学体制への移行

愛知淑徳大学現代社会学部設置（現代社会学科）　収容定員1, 1₇0人

［平成 ₆ 年1₂月₂1日認可］

愛知淑徳大学大学院コミュニケーション研究科修士課程設置

（人間コミュニケーション・異文化コミュニケーション専攻）　収容定員₆0人

［平成 ₇ 年 ₃ 月1₆日認可］

平成10年度 1₉₉₈年度 愛知淑徳大学大学院コミュニケーション研究科博士課程設置

（人間コミュニケーション・異文化コミュニケーション専攻）　収容定員₂4人

［平成 ₉ 年1₂月1₆日承認］

平成11年度 1₉₉₉年度 愛知淑徳大学大学院現代社会研究科修士課程設置　収容定員₆0人

［平成10年1₂月₂₂日認可］

平成1₂年度 ₂000年度 愛知淑徳大学コミュニケーション学部設置（コミュニケーション心理・ビジネスコミュ

ニケーション・言語コミュニケーション学科）　収容定員1, ₆₈0人

文化創造学部設置（文化創造学科）　収容定員1, 140人

［平成11年1₂月₂₂日認可］

愛知淑徳大学文学部コミュニケーション学科、愛知淑徳短期大学　募集停止

平成1₃年度 ₂001年度 愛知淑徳大学大学院コミュニケーション研究科人間コミュニケーション専攻を

心理学専攻に名称変更
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平成14年度 ₂00₂年度 愛知淑徳大学大学院現代社会研究科博士課程設置　収容定員1₅人

［平成1₃年1₂月₂0日承認］

愛知淑徳短期大学　廃止　［平成1₃年 ₇ 月₃0日認可］

平成1₆年度 ₂004年度 愛知淑徳大学ビジネス学部ビジネス学科設置　収容定員₇₉0人

［平成1₅年 ₆ 月₂₆日届出受理］

愛知淑徳大学医療福祉学部福祉貢献学科・医療貢献学科設置

収容定員₈00人　［平成1₅年11月₂₇日認可］

愛知淑徳大学医療福祉学部医療貢献学科言語聴覚学専攻が「言語聴覚士学校」に、

視覚科学専攻が「視能訓練士学校」に指定　［平成1₅年11月₂₇日認可］

愛知淑徳大学大学院文化創造研究科修士課程設置（創造表現・国際交流専攻）

収容定員₅0人　［平成1₅年11月₂₇日認可］

平成1₇年度 ₂00₅年度 愛知淑徳大学大学院ビジネス研究科博士課程（ビジネス専攻）設置　収容定員₅₅人

［平成1₆年 ₆ 月₂₅日届出受理］

愛知淑徳大学大学院コミュニケーション研究科異文化コミュニケーション専攻を

言語コミュニケーション専攻に名称変更

平成1₈年度 ₂00₆年度 愛知淑徳大学大学院医療福祉研究科修士課程設置（ソーシャルサービス専攻・

コミュニケーション障害学専攻）　収容定員₆0人

［平成1₇年1₂月 ₅ 日認可］

愛知淑徳大学クリニック設置

［平成1₇年10月 ₆ 日診療所開設許可愛知県知事・平成1₈年 ₅ 月₃0日開院］

平成1₉年度 ₂00₇年度 愛知淑徳大学文学部教育学科設置　収容定員400人

［平成1₈年11月₃0日認可］

愛知淑徳大学大学院ビジネス研究科会計専門職専攻設置　収容定員₆0人

［平成1₈年11月₃0日認可］

平成₂0年度 ₂00₈年度 愛知淑徳大学大学院文学研究科博士課程設置（文学専攻）　収容定員₃₂人

［平成1₉年 4 月1₉日届出受理］

愛知淑徳大学大学院グローバルカルチャー・コミュニケーション研究科博士課程

設置（グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻）　収容定員₇₅人

［平成1₉年 4 月1₉日届出受理］

愛知淑徳大学大学院コミュニケーション研究科を心理学研究科に名称変更

医療福祉研究科博士課程に課程変更（ソーシャルサービス専攻・コミュニケーション

障害学専攻）　収容定員1₅人

［平成1₉年1₂月 ₃ 日認可］
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平成₂₂年度 ₂010年度 愛知淑徳大学人間情報学部設置（人間情報学科）　収容定員₈00人

［平成₂1年 ₆ 月₃0日届出受理］

愛知淑徳大学コミュニケーション学部コミュニケーション心理学科を心理学部心理

学科に名称変更

愛知淑徳大学メディアプロデュース学部設置（メディアプロデュース学科）

収容定員1, ₂00人　［平成₂1年 ₆ 月₃0日届出受理］

愛知淑徳大学健康医療科学部設置（医療貢献学科、スポーツ・健康医科学科）

収容定員₈00人　［平成₂1年 ₆ 月₃0日届出受理］

愛知淑徳大学福祉貢献学部設置（福祉貢献学科）　収容定員4₈0人

［平成₂1年 ₆ 月₃0日届出受理］

愛知淑徳大学交流文化学部設置（交流文化学科）　収容定員1, ₃₆0人

［平成₂1年 ₆ 月₃0日届出受理］

愛知淑徳大学大学院教育学研究科修士課程設置（発達教育専攻）　収容定員₂0人

［平成₂1年10月₃0日認可］

愛知淑徳大学文学部図書館情報学科、現代社会学部現代社会学科、コミュニケーショ

ン学部コミュニケーション心理学科、言語コミュニケーション学科、文化創造学部

文化創造学科、医療福祉学部福祉貢献学科、医療福祉学部医療貢献学科　募集停止

愛知淑徳職場内保育室設置　［平成₂₂年 ₅ 月10日］

愛知淑徳大学大学院ビジネス研究科専門職学位課程（会計専門職専攻）募集停止

平成₂₅年度 ₂01₃年度 愛知淑徳大学大学院文化創造研究科博士課程設置（文化創造専攻）

［平成₂4年 ₆ 月₂₅日届出受理］

愛知淑徳大学大学院心理医療科学研究科博士課程設置（心理医療科学専攻）

［平成₂4年 ₆ 月₂₅日届出受理］

愛知淑徳大学大学院文学研究科博士課程（文学専攻）、現代社会研究科博士課程（現

代社会専攻）、心理学研究科博士課程（心理学専攻）、医療福祉研究科博士課程（ソー

シャルサービス専攻、コミュニケーション障害学専攻）、文化創造研究科修士課程（創

造表現専攻）募集停止

愛知淑徳大学健康・医療・教育センター（AHSMEC<アースメック>）設置

愛知淑徳大学国際交流会館、長久手キャンパスへ移転



Ⅰ. 学園の概要

― ₈ ―

3 ．設置する学校・学部・学科等
（平成₂₆年 ₅ 月 1 日現在）

学校・学部・学科等の名称 所在地

愛
知
淑
徳
大
学

学
　
部

文学部

国文学科

長久手キャンパス
〒4₈0︲11₉₇
愛知県長久手市
片平二丁目 ₉ 番地

英文学科
図書館情報学科※ 1

教育学科
人間情報学部 人間情報学科
心理学部 心理学科
メディアプロデュース学部 メディアプロデュース学科

健康医療科学部
医療貢献学科

言語聴覚学専攻
視覚科学専攻

スポーツ・健康医科学科

福祉貢献学部 福祉貢献学科
社会福祉専攻
子ども福祉専攻

現代社会学部※ 1 現代社会学科

コミュニケーション学部※ 1
コミュニケーション心理学科
言語コミュニケーション学科

医療福祉学部※ 1

福祉貢献学科

医療貢献学科
言語聴覚学専攻
視覚科学専攻

大
学
院

文化創造研究科 博士課程 文化創造専攻
教育学研究科 修士課程 発達教育専攻
心理医療科学研究科 博士課程 心理医療科学専攻

グローバルカルチャー・
コミュニケーション研究科 博士課程 グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻

文学研究科※ ₂ 博士課程 文学専攻
現代社会研究科※ ₂ 博士課程 現代社会専攻
心理学研究科※ ₂ 博士課程 心理学専攻

学
　
部

交流文化学部 交流文化学科

星が丘キャンパス
〒4₆4︲₈₆₇1
愛知県名古屋市千種区
桜が丘₂₃番地

ビジネス学部 ビジネス学科

文化創造学部※ 1 文化創造学科
表現文化専攻
多元文化専攻

大
学
院

グローバルカルチャー・
コミュニケーション研究科 博士課程 グローバルカルチャー・コミュニケーション専攻

ビジネス研究科 博士課程 ビジネス専攻

愛知淑徳高等学校

愛知淑徳中学校
※ 1 　平成₂₂年度からの学部（学科）の再編に伴い、文学部（図書館情報学科）、現代社会学部、コミュニケーション学部、文

化創造学部、医療福祉学部については、平成₂1年度をもって募集停止。
※ ₂ 　平成₂₅年度からの大学院再編に伴い、文学研究科（博士課程）、現代社会研究科（博士課程）、心理学研究科（博士課程）に

ついては、平成₂4年度をもって募集停止。
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4 ．学生、生徒数
（平成₂₆年 ₅ 月 1 日現在）

（単位：人）（1）大学院生
修士課程（含む専門職学位） 博士課程

1 年 ₂ 年 在籍
者数
計

1 年 ₂ 年 ₃ 年 在籍
者数
計

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

愛知淑徳大学大学院 1₆₅ ₃1 1₆₅ ₃₉ ₇0 ₂₈ 4 ₂₈ ₃ ₂₈ ₆ 1₃

（₂）学部学生
1 年 ₂ 年 ₃ 年 4 年

在籍者数
計入学

定員
在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

愛知淑徳大学 1, ₈₇0 ₂, ₂₂₉ 1, ₈₇0 ₂, ₂₇₆ 1, ₈₇0 ₂, 1₂₆ 1, ₈₇0 ₂, ₃0₅ ₈, ₉₃₆ 

（₃）生徒
1 年 ₂ 年 ₃ 年

在籍者数
計入学

定員
在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

入学
定員

在籍
者数

愛知淑徳高等学校 ₃₅0 ₂₈₃ ₃₅0 ₂₈0 ₃₅0 ₂₇₉ ₈4₂

愛知淑徳中学校 ₂₈0 ₂₈₃ ₂₈0 ₂₈₅ ₂₈0 ₂₈₅ ₈₅₃

5 ．専任教職員数
（平成₂₆年 ₅ 月 1 日現在）

（単位：人）

教　員 職　員＊ 計

愛知淑徳大学 ₂₃₅ 14₆ ₃₈1

愛知淑徳高等学校  4₈   ₅  ₅₃

愛知淑徳中学校  4₃   4  4₇

計 ₃₂₆ 1₅₅ 4₈1

＊職員数には、愛知淑徳大学クリニックの医師 1 名を含む。

6 ．役員数
（平成₂₆年 ₅ 月 1 日現在）

（単位：人）

定　員 現　員

理事 ₈～10 10

監事 ₂ ₂

評議員 1₇～₂₂ ₂1
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 1 ．はじめに
　₂00₅年に記念すべき創立100周年の節目のときを迎えた本学園は平成₂₇年度には110
周年をむかえる。本年度は110周年を視野に入れこれまでの歴史と成果を踏まえ、さ
らに新たな歴史を作るべく着実な歩みを始めたところである。
　この間、学園の発展を見守り、支援していただいた多くの関係者及び地域社会の皆
様に感謝しつつ「伝統はたちどまらない」精神のもと、本学が持続的に発展し続ける
ために、一日一日を堅実に、そして、誠実に積み重ねながら引き続き教育・研究体制
の整備に取り組んでいく。

2 ．大学について
（1）学園創立110年記念事業の検討

1 　星が丘キャンパスに新学部を設置
　　 　現在星が丘キャンパスには交流文化学部とビジネス学部が設置されているが、平

成₂₈年度には交流文化学部の定員を振り替え、専門科目をすべて英語で行うととも
に二ヶ月の海外留学を必須科目とし、よりグローバルな人材を養成する中核とする
ためにグローバル・コミュニケーション学部の設置を検討する。

　　　学部名称等
　　　　グローバル・コミュニケーション学部　
　　　　　　グローバル・コミュニケーション学科
　　　　　　入学定員　₆0名　　収容定員　₂40名
　　　　参考　交流文化学部　交流文化学科
　　　　　　入学定員　　₃40名　→　　₂₈0名
　　　　　　収容定員　1, ₃₆0名　→　1, 1₂0名　に変更

₂ 　名称変更による新学部の設置
　　 　小説、評論など言語を中心とする表現分野、メディア上でのコンテンツとしての

制作表現分野、建築などの空間表現分野は近年学ぶ領域が多岐に広がり、従来の学
部学科名称では学びの内容が受験生に明確に伝えられない状況になってきているの
で名称変更するとともに学びの内容をより明確にするため ₃ 専修体制を改め ₃ 専攻
体制の新学部の設置を検討する。

　　　現在の学部
　　　　メディアプロデュース学部メディアプロデュース学科
　　　　　　創造表現専修・メディアコミュニケーション専修・
　　　　　　都市環境デザイン専修
　　　　　　入学定員　₃00名　収容定員　1, ₂00名

　　　名称変更後の新学部
　　　　創造表現学部　創造表現学科
　　　　　　創作表現専攻（入学定員　100名　収容定員　400名）
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　　　　　　メディアプロデュース専攻（入学定員　1₃0名　収容定員　₅₂0名）
　　　　　　建築・インテリアデザイン専攻（入学定員　₇0名　収容定員　₂₈0名）

₃ 　エコキャンパスの実現
　　 　大学の長久手、星が丘両キャンパスに太陽光発電パネルの増設を検討するととも

に天井耐震化等に合わせLED照明を設置することにより一層のエコキャンパス化を
実現するための整備構想をまとめる。

4 　記念行事等の検討
　　 　本学園の学生、生徒とプロの楽団とのコラボレーションによるコンサートなどに

よる記念祝典を平成₂₇年 ₈ 月₂₃日に行うこととしその為の具体的準備に入った。
　　 　また、各学部、研究科、中学・高等学校により記念講演会を実施するとともに、

記念誌、学園広報特別号を発行する準備も併せ行った。

（₂）新学科の設置の検討
　「食」の科学と「健康医科学」「リハビリテーション」「スポーツ科学」の各分野の
連携により健康長寿社会における生涯にわたる健康の維持・増進について「食」の専
門家として寄与する人材の養成をめざす学科の設置の検討を開始した。

（₃）室内温水プール等の整備
　健康医療科学部スポーツ健康医科学科の学生の実技科目教育の充実に資するととも
に全学の教育体制整備のため長久手キャンパスに温水プールの設置工事を開始した。
また、これに合わせフットサル場やスクールバス停車場などの整備も始めた。

（4）教育研究体制の充実
　教職・司書・学芸員教育センターの整備、高大連携教育の推進、各キャンパスの天
井耐震補強工事、教室改修工事、学務系基幹システムの更改、防災体制の強化など、
従来同様に教育研究体制の整備充実のため各所に目を注ぎ、不断の努力を積み重ねた。
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3 ．中学校・高等学校について
　・広く深い視野を持ち、社会のさまざまな分野で活躍する女性
　・豊かな情操と教養をもち、健康で明るく主体的に行動が出来る女性
　・淑徳魂の「強さ」と「やさしさ」をもつ女性
　の ₃ つの教育方針のもと、中高完全一貫体制での教育課程および教育環境の整備に
取り組んだ。
　高校の教育課程については進路にあわせた選択が可能になるよう細かな変更を行っ
た。教育環境については、中学校教室プロジェクタの更新、清明館および記念会堂の
高架水槽・ポンプの更新の他温水プール天井塗装の補修、硬式テニスコート改修・第
一グランド西側表土入れ替えなどの整備を行った。
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1 ．決算の概要
　学校法人は、企業のように営利を目的とはしませんが、その目的とする教育・研究
活動を円滑に遂行するため、経営状態や財務状況を正確に把握し健全な経営をしなけ
ればなりません。国または地方公共団体から補助金の交付を受ける学校法人は、私立
学校振興助成法の定めにより「学校法人会計基準」に従って会計処理を行い、「資金
収支計算書」「消費収支計算書」「貸借対照表」の各計算書類を作成することが義務づ
けされています。
　平成₂₆年度愛知淑徳学園事業報告および決算については、平成₂₇年 ₅ 月₂₆日開催の
理事会において承認されました。以下、決算の概要について記載します。

（1）資金収支計算書（別表 1 参照）

　資金収支計算書は、学校法人のその年度の教育研究活動やこれに付随する活動に対
する、すべての収入と支出の内容を明らかにし、また現金預金のその年度の年間の動
きを表すものです。
　平成₂₆年度は、前年度に大学の学部再編が完成年度を迎え、収容定員が安定期に入
りましたが、収入については、学生数の確実な確保等により学生生徒等納付金収入
11₆億 ₅ 千万円余、補助金収入 ₉ 億₂4百万円余で、収入の部合計は₃₆0億₇₆百万円余と
なりました。（予算比 ₂ 億₃4百万円余の増加）
　支出については、人件費の抑制や、教育研究経費、管理経費などの効率的な執行に
努めました。

（₂）消費収支計算書（別表 ₂ 参照）

　消費収支計算書は、学校法人のその年度の収支状況を表すものです。
　平成₂₆年度は、ほぼ資金収支と同じ要因で帰属収入の部合計が1₃4億 1 千万円余（予
算比4₆百万円余の増加）、消費収入の部合計110億₆₈百万円余（予算比 1 億₂4百万円余
の増加）となりました。消費支出については、人件費の抑制や、教育研究経費、管理
経費などの効率的な執行に努め、消費支出の部合計は11₂億4₉百万円余（予算比₇1百
万円余の減少）となりました。結果としては、 1 億 ₈ 千万円余の支出超過となりまし
た。これは、Ⅱ事業の概要でも触れている室内温水プール建設等の事業費を第 ₂ 号基
本金として先行組入れした10億円を含む、₂₃億円余の基本金組入れによる消費収入の
合計額の減少によるものです。

（₃）貸借対照表（別表 ₃ 参照）

　貸借対照表は、学校法人のその年度の年度末における資産、負債の内容、純資産（資
産－負債）の額を明らかにするものです。
　平成₂₆年度の資産の部合計は、₆₇4億41百万円余で前年度末比1₉億₉4百万円余の増加、
負債の部合計は、4₃億 ₃ 百万円余で前年度末比 1 億₆₆百万円余の減少、基本金の部合
計は、₆10億₈₅百万円余で前年度末比₂₃億41百万円余の増加となりました。
　また、学園の平成₂₆年度の純資産（資産の部合計－負債の部合計）は、₆₃1億円余
となり、前年度末比₂1億円余の増加となりました。
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2 ．資金収支計算書
（別表 1 ）

平成₂₆年 4 月 1 日から平成₂₇年 ₃ 月₃1日まで）
（単位：千円）

科　　　　　目 予算額 決算額 差　異

〔収入の部〕

1 ．学生生徒等納付金収入 11, ₆4₃, ₅₆₉ 11, ₆₅0, ₈₉₉ △ ₇, ₃₃0

₂ ．手数料収入 1₉₉, 41₇ ₂1₇, 00₈ △ 1₇, ₅₉1

₃ . 寄付金収入 ₇4, ₃00 ₇4, ₃00 0

4 ．補助金収入 ₉₂4, 1₅₅ ₉₂4, ₂04 △ 4₉

　　  国庫補助金収入 ₃₅4, 0₃1 ₃₅4, 0₃1 0

　　  地方公共団体補助金（県）収入 ₅₆₆, ₆₅₇ ₅₆₆, ₇04 △ 4₇

　　  地方公共団体補助金（市）収入 ₃, 4₆₇ ₃, 4₆₈ △ 1

₅ ．資産運用収入 ₈1, ₂₂₃ ₈₃, ₈₃0 △ ₂, ₆0₇

₆ ．資産売却収入 ₅₃1, ₃₅₈ ₅₃1, ₃₅₈ 0

₇ ．事業収入 ₇₈, 0₅1 ₇₈, ₇₂₉ △ ₆₇₈

₈ ．医療収入 1₅₅, 000 1₆₆, 1₉₈ △ 11, 1₉₈

₉ ．雑収入 1₈1, ₅₃₆ 1₈₇, ₇00 △ ₆, 1₆4

10．前受金収入 1, ₆₅0, ₅₂0 1, ₈₅0, 4₃₉ △ 1₉₉, ₉1₉

11．その他の収入 ₅₉4, ₆₉4 ₅₉₂, ₉₅₅ 1, ₇₃₈

1₂．資金収入調整勘定 △ ₂, 1₂₅, ₈₃₆ △ ₂, 1₃₅, ₃4₅ ₉, ₅0₉

1₃．前年度繰越支払資金 ₂1, ₈₅₃, ₇₆₉ ₂1, ₈₅₃, ₇₆₈

収入の部合計 ₃₅, ₈41, ₇₅₆  ₃₆, 0₇₆, 04₆  △ ₂₃4, ₂₉0

〔支出の部〕

1 ．人件費支出 ₅, 4₅₆, 40₅ ₅, 444, ₅₇₇ 11, ₈₂₇

₂ ．教育研究経費支出 ₂, ₆0₃, ₉₉₇ ₂, ₅₆₂, ₃₅₆ 41, ₆40

₃ ．管理経費支出 1, ₅1₉, ₆₅₇ 1, ₅10, 1₈₆ ₉, ₇40

4 ．借入金等返済支出 ₅0, ₂₈₇ ₅0, ₂₈₆ 0

₅ ．施設関係支出 1, ₃₆4, 4₆₃ 1, ₃₅₇, 1₇0 ₇, ₂₉₂

₆ ．設備関係支出 ₃4₂, ₈40 ₃₃₂, ₆0₉ 10, ₂₃0

₇ ．資産運用支出 1, ₆10, 000 1, ₆0₉, ₅₂₆ 4₇4

₈ ．その他の支出 ₃₉₇, 14₈ ₃₉₇, 14₇ 0

₉ ．〔予備費〕 ₉₉, ₆₆₃ ₉₉, ₆₆₃

10．資金支出調整勘定 △ 14₅, 000 △ 14₇, ₅₂₈ ₂, ₅₂₈

11．次年度繰越支払資金 ₂₂, ₅4₂, ₂₉₆ ₂₂, ₉₅₉, ₇1₃ △ 41₇, 41₇

支出の部合計 ₃₅, ₈41, ₇₅₆ ₃₆, 0₇₆, 04₆ △ ₂₃4, ₂₉0

表示額の端数調整…計算書の記載額を千円未満「調整」してあるので、差異及び合計欄の数値と一致しないことがある。
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3 ．消費収支計算書
（別表 ₂ ）

（平成₂₆年 4 月 1 日から平成₂₇年 ₃ 月₃1日まで）
（単位：千円）

科　　　　　目 予算額 決算額 差　異

〔消費収入の部〕

1 ．学生生徒等納付金 11, ₆4₃, ₅₆₉ 11, ₆₅0, ₈₉₉ △ ₇, ₃₃0

₂ ．手数料 1₉₉, 41₇ ₂1₇, 00₈ △ 1₇, ₅₉1

₃ ．寄付金 ₇₉, ₃00 ₇₉, ₈₆₇ △ ₅₆₇

4 ．補助金 ₉₂4, 1₅₅ ₉₂4, ₂04 △ 4₉

　　  国庫補助金 ₃₅4, 0₃1 ₃₅4, 0₃1 0

　　  地方公共団体補助金（県） ₅₆₆, ₆₅₇ ₅₆₆, ₇04 △ 4₇

　　  地方公共団体補助金（市） ₃, 4₆₇ ₃, 4₆₈ △ 1

₅ ．資産運用収入 ₈1, ₂₂₃ ₈₃, ₈₃0 △ ₂, ₆0₇

₆ ．資産売却差額 ₂1, ₈₆4 ₂1, ₈₆₂ 1

₇ ．事業収入 ₇₈, 0₅1 ₇₈, ₇₂₉ △ ₆₇₈

₈ ．医療収入 1₅₅, 000 1₆₆, 1₉₈ △ 11, 1₉₈

₉ ．雑収入 1₈1, ₅₃₆ 1₈₇, ₇00 △ ₆, 1₆4

帰属収入合計 1₃, ₃₆4, 11₅ 1₃, 410, ₂₉₉ △ 4₆, 1₈4

基本金組入額合計 △ ₂, 41₉, ₃₂₈ △ ₂, ₃41, 4₈₉ △ ₇₇, ₈₃₈

消費収入の部合計 10, ₉44, ₇₈₇ 11, 0₆₈, ₈0₉ △ 1₂4, 0₂₂

〔消費支出の部〕

1 ．人件費 ₅, ₅0₂, 4₆₉ ₅, 4₈₉, ₂₈₆ 1₃, 1₈₂

₂ ．教育研究経費 ₃, ₉₂0, ₆₈1 ₃, ₉₂0, ₆₈0 0

₃ ．管理経費 1, ₇₅0, 40₇ 1, ₇44, ₉₇₅ ₅, 4₃1

4 ．資産処分差額 ₉4, ₇₂₆ ₉4, ₇₂₅ 0

₅ ．〔予備費〕 ₅₂, 4₈₃ ₅₂, 4₈₃

消費支出の部合計 11, ₃₂0, ₇₆₆ 11, ₂4₉, ₆₆₈ ₇1, 0₉₇

当年度消費支出超過額 ₃₇₅, ₉₇₉ 1₈0, ₈₅₈

前年度繰越消費収入超過額 ₂, ₂04, ₈₅₅ ₂, ₂04, ₈₅4

翌年度繰越消費収入超過額 1, ₈₂₈, ₈₇₆ ₂, 0₂₃, ₉₉₆

表示額の端数調整…計算書の記載額を千円未満「調整」してあるので、差異及び合計欄の数値と一致しないことがある。
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4 ．貸借対照表
（別表 ₃ ）

（平成₂₇年 ₃ 月₃1日現在）
（単位：千円）

《資産の部》
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産 44, 10₂, ₈₈₆ 4₃, 141, ₇₈4 ₉₆1, 101
　有形固定資産 ₃₇, 4₅₅, ₅₅₈ ₃₇, 44₂, 04₆ 1₃, ₅11
　　土地 ₇, ₅₃1, ₇₈4 ₇, 100, ₃00 4₃1, 4₈₃
　　建物 ₂₂, ₂₉₇, ₆00 ₂₂, ₈₅₅, ₅₈₂ △ ₅₅₇, ₉₈₂
　　構築物 ₂, ₅₆₇, ₉44 ₂, ₈0₆, 4₂4 △ ₂₃₈, 4₈0
　　教育研究用機器備品 1, ₆0₆, 0₅₆ 1, ₈₅₅, ₂₈₂ △ ₂4₉, ₂₂₅
　　その他の機器備品 ₂1₇, 4₆₈ ₂₅₅, ₃₂₈ △ ₃₇, ₈₅₉
　　図書 ₂, ₆0₈, 1₆₆ ₂, ₅₅₇, ₃1₉ ₅0, ₈4₇
　　車輌 10, ₇₆₉ 11, ₈0₈ △ 1, 0₃₉
　　建設仮勘定 ₆1₅, ₇₆₈ 0 ₆1₅, ₇₆₈
　その他の固定資産 ₆, ₆4₇, ₃₂₇ ₅, ₆₉₉, ₇₃₇ ₉4₇, ₅₉0
　　電話加入権 ₈, ₅₂₃ ₈, ₅₂₃ 0
　　施設利用権 1₇₆ 1₇₆ 0
　　その他のソフトウェア ₂0₆, ₅₇0 ₂1₂, ₈11 △ ₆, ₂40
　　有価証券 ₃, ₂₆₇, 1₃₈ ₃, ₂₇₇, 10₇ △ ₉, ₉₆₉
　　長期貸付金 ₃₅, 1₃₉ ₃₅, ₂₃₈ △ ₉₉
　　保証金 ₅0 14₆, 1₅0 △ 14₆, 100
　　大学等整備拡充資金 1, 000, 000 0 1, 000, 000
　　新設学科設置引当資金 ₃₅0, 000 ₃₅0, 000 0
　　退職給与引当資産 ₃₉₉, ₉40 ₃₉₉, ₉40 0
　　小林素三郎奨学基金 ₅1, 000 ₅1, 000 0
　　第 ₃ 号基本金引当資産 ₈₂₈, ₇₉0 ₈1₈, ₇₉0 10, 000
　　減価償却引当資産 ₅00, 000 400, 000 100, 000
流動資産 ₂₃, ₃0₉, 4₉₃ ₂₂, ₂₇₆, ₃₆0 1, 0₃₃, 1₃₂
　　現金預金 ₂₂, ₉₅₉, ₇1₃ ₂1, ₈₅₃, ₇₆₈ 1, 10₅, ₉44
　　未収入金 ₃0₂, ₆₃4 ₃₇4, ₉1₅ △ ₇₂, ₂₈1
　　棚卸資産 ₈0₈ ₅₇0 ₂₃₈
　　仮払金 4₆, ₃₃₆ 4₇, 10₆ △ ₇₆₉

資産の部合計 ₆₇, 41₂, ₃₇₉ ₆₅, 41₈, 144 1, ₉₉4, ₂₃4
《負債の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
固定負債 ₂, 1₆4, ₈₃₇ ₂, 1₅₆, ₉₃₃ ₇, ₉0₃
　　長期借入金 4₈, 0₆₃ ₈4, ₈₆₉ △ ₃₆, ₈0₅
　　退職給与引当金 ₂, 11₆, ₇₇₃ ₂, 0₇₂, 0₆4 44, ₇0₉
流動負債 ₂, 1₃₈, ₃₇₂ ₂, ₃1₂, ₆₇₂ △ 1₇4, ₃00
　　短期借入金 ₃₆, ₈0₅ ₅0, ₂₈₆ △ 1₃, 4₈0
　　未払金 14₇, ₅₂₈ ₂₃4, 0₉₆ △ ₈₆, ₅₆₇
　　前受金 1, ₈₅0, 4₃₉ 1, ₉1₇, ₈₃₆ △ ₆₇, ₃₉₆
　　預り金 10₃, ₅₉₉ 110, 4₅4 △ ₆, ₈₅₅

負債の部合計 4, ₃0₃, ₂0₉ 4, 4₆₉, ₆0₆ △ 1₆₆, ₃₉₆
《基本金の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
第 1 号基本金 ₅₈, 4₃₅, ₃₈₂ ₅₇, 1₂1, ₈₉₃ 1, ₃1₃, 4₈₉
第 ₂ 号基本金 1, 000, 000 0 1, 000, 000
第 ₃ 号基本金 ₈₂₈, ₇₉0 ₈1₈, ₇₉0 10, 000
第 4 号基本金 ₈₂1, 000 ₈0₃, 000 1₈, 000

基本金の部合計 ₆1, 0₈₅, 1₇₂ ₅₈, ₇4₃, ₆₈₃ ₂, ₃41, 4₈₉
《消費収支差額の部》

科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減
翌年度繰越消費収入超過額 ₂, 0₂₃, ₉₉₆ ₂, ₂04, ₈₅4 △ 1₈0, ₈₅₈

消費収支差額の部合計 ₂, 0₂₃, ₉₉₆ ₂, ₂04, ₈₅4 △ 1₈0, ₈₅₈
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計 ₆₇, 41₂, ₃₇₉ ₆₅, 41₈, 144 1, ₉₉4, ₂₃4

表示額の端数調整…計算書の記載額を千円未満「調整」してあるので、増減及び合計欄の数値と一致しないことがある。



Ⅰ. 学園の概要Ⅲ. 財務の概要 Ⅰ. 学園の概要Ⅲ. 財務の概要

― 1₉ ―

5 ．財産目録
（平成₂₇年 ₃ 月₃1日現在）

（単位：千円）　　　Ⅰ　資産総額 ₆₇, 41₂, ₃₇₉ 
　　　　　　基本財産 ₃₉, 4₉₉, ₆1₈ 
　　　　　　運用財産 ₂₇, ₉1₂, ₇₆0 
　　　Ⅱ　負債総額 4, ₃0₃, ₂0₉ 
　　　Ⅲ　正味財産 ₆₃, 10₉, 1₆₉ 

科　　　目 平成₂₆年度末

Ⅰ　資産

　　 1 　基本財産
　　　　（ 1 ）土地 ₂₆₈, ₂₃₅. 1₂ 平方メートル ₇, ₅₃1, ₇₈4 
　　　　（ ₂ ）建物 1₂₂, ₃₃1. 14 平方メートル ₂₂, ₂₉₇, ₆00 
　　　　　　 建設仮勘定 ₆1₅, ₇₆₈ 
　　　　（ ₃ ）構築物 1, ₂0₇ 点 ₂, ₅₆₇, ₉44 
　　　　（ 4 ）図書 ₅04, ₇00 冊 ₂, ₆0₈, 1₆₆ 
　　　　（ ₅ ）教具・校具及び備品 44, ₂₅1 点 1, ₈₂₃, ₅₂₅ 
　　　　（ ₆ ）車輌 10, ₇₆₉ 
　　　　（ ₇ ）電話加入権 ₈, ₅₂₃ 
　　　　（ ₈ ）施設利用権 1₇₆ 
　　　　（ ₉ ）その他のソフトウェア ₂0₆, ₅₇0 
　　　　（10）第 ₂ 号基本金引当資産 1, 000, 000 
　　　　（11）第 ₃ 号基本金引当資産 ₈₂₈, ₇₉0 
　　 ₂ 　運用財産
　　　　（ 1 ）預金・現金 ₂₂, ₉₅₉, ₇1₃ 
　　　　（ ₂ ）未収入金 ₃0₂, ₆₃4 
　　　　（ ₃ ）棚卸資産 ₈0₈ 
　　　　（ 4 ）仮払金 4₆, ₃₃₆ 
　　　　（ ₅ ）保証金 ₅0 
　　　　（ ₆ ）長期貸付金 ₃₅, 1₃₉ 
　　　　（ ₇ ）長期有価証券 ₃, ₂₆₇, 1₃₈ 
　　　　（ ₈ ）積立金 1, ₃00, ₉40 

総資産額 ₆₇, 41₂, ₃₇₉ 

Ⅱ　負債

　　 1 　固定負債
　　　　（ 1 ）長期借入金 4₈, 0₆₃ 
　　　　（ ₂ ）退職給与引当金 ₂, 11₆, ₇₇₃ 
　　 ₂ 　流動負債
　　　　（ 1 ）短期借入金 ₃₆, ₈0₅ 
　　　　（ ₂ ）未払金 14₇, ₅₂₈ 
　　　　（ ₃ ）前受金 1, ₈₅0, 4₃₉ 
　　　　（ 4 ）預り金 10₃, ₅₉₉ 

負債総額 4, ₃0₃, ₂0₉ 

Ⅲ　正味財産（資産総額－負債総額） ₆₃, 10₉, 1₆₉ 

　（注） 1 ．基本財産：学校法人の設置する私立学校に必要な施設及び設備又はこれらに要する資金
　（注） ₂ ．運用財産：学校法人の設置する私立学校の経営に必要な財産
　（注） ₃ ．表示額の端数調整：財産目録の記載額を千円未満「調整」してあるので、合計欄の数値と一致しないことがある。
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6 ．経年推移
消費収支の推移　－法人全体－

（単位：百万円）
《収入の部》

年　度
科　目 H₂₂決算 H₂₃決算 H₂4決算 H₂₅決算 H₂₆決算

学生生徒等納付金 10, ₉04 11, 0₂1 11, ₂₈₆ 11, ₈₂₇ 11, ₆₅0
手数料 ₂₂₂ ₂0₈ ₂1₃ 1₉0 ₂1₇
寄付金 10₉ ₇1 ₉4 ₈₇ ₇₉
補助金 1, ₂₂₂ 1, 0₂₈ 1, 01₅ ₉₂₆ ₉₂4
資産運用収入 ₉₃ ₇₉ ₈₂ ₇₆ ₈₃
資産売却差額 ₂₅ 0 1₃ ₆4 ₂1
事業収入 ₈₆ ₅₉ ₈1 ₇₆ ₇₈
医療収入 1₂₈ 14₇ 1₅₆ 1₅₆ 1₆₆
雑収入 ₂01 1₃₅ ₃4₆ ₂₂₈ 1₈₇
帰属収入合計 1₂, ₉₉4 1₂, ₇₅₂ 1₃, ₂₈₉ 1₃, ₆₃₅ 1₃, 410
基本金組入額 △ 1, ₃₃4 △ ₂, ₃₇₇ △ ₂, ₆1₃ △ 1, ₆₇1 △ ₂, ₃41

消費収入の部合計 11, ₆₆0 10, ₃₇4 10, ₆₇₆ 11, ₉₆₃ 11, 0₆₈
《支出の部》

年　度
科　目 H₂₂決算 H₂₃決算 H₂4決算 H₂₅決算 H₂₆決算

人件費 ₅, ₅01 ₅, 4₈₈ ₅, ₆0₅ ₅, ₅4₉ ₅, 4₈₉
教育研究経費 4, ₂₆₇ 4, ₃1₃ 4, ₃1₂ 4, ₂₉₈ ₃, ₉₂0
管理経費 1, ₃4₇ 1, 441 1, ₆14 1, ₈₅4 1, ₇44
借入金等利息 1 0 0 0 0
資産処分差額 ₆4 1₃₇ ₅₃ ₈₆ ₉4
徴収不能引当金繰入額 0 0 0 0 0

消費支出の部合計 11, 1₈₂ 11, ₃₈₂ 11, ₅₈₇ 11, ₇₈₉ 11, ₂4₉

収支の差額 4₇₈ △ 1, 00₈ △ ₉10 1₇4 △ 1₈0

表示額の端数調整…計算書の記載額を百万円未満「調整」してあるので、合計欄の数値と一致しないことがある。

学生生徒等納付金
補助金
事業収入

人件費
管理経費
資産処分差額

教育研究経費
借入金等利息
徴収不能引当金繰入額

手数料
資産運用収入
医療収入

寄付金
資産売却差額
雑収入

百万円

H23決算 H24決算 H25決算 H26決算H22決算

帰属収入の推移（法人全体）
14, 000

12, 000

10, 000

8, 000

6, 000

4, 000

2, 000

0

百万円 消費支出の推移（法人全体）
14, 000

12, 000

10, 000

8, 000

6, 000

4, 000

2, 000

0
H22決算 H23決算 H24決算 H25決算 H26決算
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資産・負債・基本金の推移　－法人全体－
（単位：億円）

《資産の部》

年　度
科　目 H₂₂決算 H₂₃決算 H₂4決算 H₂₅決算 H₂₆決算

有形固定資産 ₃₅₉ ₃₅4 ₃₆₉ ₃₇4 ₃₇4

その他の固定資産 ₆₃ ₇1 ₅₈ ₅₆ ₆₆

流動資産 1₉₅ ₂01 ₂11 ₂₂₂ ₂₃₃

資産の部合計 ₆1₈ ₆₂₇ ₆₃₉ ₆₅4 ₆₇4

《負債・基本金・消費収支差額の部》

年　度
科　目 H₂₂決算 H₂₃決算 H₂4決算 H₂₅決算 H₂₆決算

固定負債 ₃₂ ₂₇ ₂₃ ₂1 ₂1

流動負債 ₂₆ ₂₅ ₂₅ ₂₃ ₂1

基本金の部合計 ₅₂0 ₅44 ₅₇0 ₅₈₇ ₆10

消費収支差額の部合計 ₃₉ ₂₉ ₂0 ₂₂ ₂0

負債・基本金・消費収支差額の部合計 ₆1₈ ₆₂₇ ₆₃₉ ₆₅4 ₆₇4

減価償却累計額 1₅₂ 1₆4 1₈0 1₉₅ ₂0₇

表示額の端数調整…計算書の記載額を億円未満「調整」してあるので、合計欄の数値と一致しないことがある。

有形固定資産
固定負債

その他の固定資産
流動負債

流動資産
基本金の部合計 消費収支差額の部合計

億円

H22決算 H23決算 H24決算 H25決算 H26決算

資産・負債・基本金の推移

100

0

200

300

400

500

600

700
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監　査　報　告　書

平成 27 年 5 月 18 日
学校法人愛知淑徳学園
　理事会　御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校法人愛知淑徳学園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事　鈴木　正輝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事　木村　衛

　学校法人愛知淑徳学園（以下「法人」という。）の監事として、私立学校法第３７条
第３項に基づき、法人における平成２６年度の業務及び財産の状況について監査を行い
ました。その概要は次のとおりです。

記

１　法人の業務について
　 　平成２６年度に開催された理事会には、毎回２人の監事が出席し、業務の決定及び
執行の状況を把握するとともに、重要な決裁書類を閲覧するなど必要と思われる監査
手続きを実施した結果、法人の業務に関する決定及び執行は、適切であることを認め
ます。

２　法人の財産状況について
　 　財産目録及び計算書類（資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表及び附属明
細表）は、会計帳簿の記載と合致し、法人の収入及び財産の状況を正しく示しており、
法人の業務及び財産に関し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な
事実はないものと認めます。

以上

― ₂₂ ―

7 ．監査報告書
（1）理事会用



Ⅰ. 学園の概要Ⅲ. 財務の概要 Ⅰ. 学園の概要Ⅲ. 財務の概要

監　査　報　告　書

平成 27 年 5 月 18 日
学校法人愛知淑徳学園
　評議員会　御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校法人愛知淑徳学園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事　鈴木　正輝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 監事　木村　衛

　学校法人愛知淑徳学園（以下「法人」という。）の監事として、私立学校法第３７条
第３項に基づき、法人における平成２６年度の業務及び財産の状況について監査を行い
ました。その概要は次のとおりです。

記

１　法人の業務について
　 　平成２６年度に開催された理事会には、毎回２人の監事が出席し、業務の決定及び
執行の状況を把握するとともに、重要な決裁書類を閲覧するなど必要と思われる監査
手続きを実施した結果、法人の業務に関する決定及び執行は、適切であることを認め
ます。

２　法人の財産状況について
　 　財産目録及び計算書類（資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表及び附属明
細表）は、会計帳簿の記載と合致し、法人の収入及び財産の状況を正しく示しており、
法人の業務及び財産に関し不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な
事実はないものと認めます。

以上

― ₂₃ ―

（₂）評議員会用


